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保育園に お ける幼児の 関係性 に 関す る研究
一1 ：

子 ど もの 発達 と保 育士 の 関わ り

○松田茂樹 （第
一

生命経済研究所）、坂本有芳 （お茶 の 水女子大学大学院人間文化研究科）、山田 恵美 （千葉大

　学大学院自然科学研究科）、土谷 み ち子 （日立家庭教育研究所）、汐見和恵 （立教大学社会福祉研究所）

　 1．研究 目的

　保育 園 に お い て 保育士 の 日常的な保育姿勢が、子

どもの発達 に 与え る影響 に つ い て 研究 した。こ こで

分 析 した 子 どもの 発達 と は、子 ども の 自己制御能力

と探索行動 ・言語 ・生活面 の 力の 発達 で ある。こ れ

ら は、子 ども が他者 と関わ る 力で ある 。子 ど もの 発

達は、大人か らの 働きかけや子 ども同士 の接触、あ

る い はそれ 以外 の 社会環壗な ど の さ ま ざま な 影響 に

よ っ て 左右 され る もの で ある。中で も、日中の多く

の 時間を保育園で 過ごす子 どもにとっ ては．保育士

の 子ど もたちへ の 働きか けや保育 の 姿勢がそ の 子 の

発達に与える影響は大き い と考え られる 。 どの よう

な保育姿勢が、子 どもの これ らの 力の 伸長に影響を

与え るか と い う こ と を定量調査デ
ー

タをもとに分析

す る。

2 ．方法

（1 ）データ

　分析に使 用 したデ
ー

タ は、独立行政法人福祉医療

機構 の 平 成 15 年度子 育て 支援基金を受けて、（社）

全国私立保育園連盟が関東 1都 6 県にある私立保育

園 と公立保育園 の 計 89 園を対象 に平成 15年 7 月末

から 8 月末にかけて 実施 したア ン ケ
ー

ト調査 の 個票

データ で ある。調査 は、当該地域 の 自治体 の 中か ら

系統抽出で 25 の 市区町村 を抽出し、それらの 地域に

ある 保育園 の うち調査協力を得 られた園を対象に実

施 した。ア ン ケ
ー

トは、全部で 園長票、保育士票、

子ども票 （保育士 が 回答）、保護者票の 4 つ が あ る。

各調査票 の 調査票 の 発送数 と 回収数 は次 の と お りで

ある 。 保育園単位で は、調 査対象園 89 園 の うち ．79

園か ら回答 を得 た （有効 回 収 率 88．8％ ）。以 下、園 長

票 75 人 （84．3％）、保育士票 1，107人 （65．5％）、子

ども票 6，489 人（73．0％ ）、保護者票 5，009 人 （60．5％ ）

で ある 。 本報告で は、これ ら 4 種類 の 個票デー
タを

マ ッ チ ン グさせ て 分析した。

（2）変数

　 分析 に 使用 した主な変数の 作成方法は次 の と お り

で ある。

　 保育 士 の 日常的 な保育姿勢 ：梶 田 ら （1985） の 研

究を参考に、保育士たちがふ だ ん どの よ うな姿勢で

保 育 に た ず さ わ っ て い る か を 尋 ね る 20 項 目の 質問

を作成した。具体的な質問は 「制作や 粘土遊びなど

で 、 子 どもがうま くで きな い 時は積極的に 手助 けす

る 」 な どで あ り、これ らに つ い て 「非常に あ て は ま

る 」 か ら 「全 くあて は ま らな い 」 まで の 5 件法で 回

答 を求 めた。

　子 どもの 自己制御能力 ： 柏木 （1988）と吉 田 ・杉

原 （2002）をも と に、20 項 目 の 質問群 を作成 した 。

柏木 ら の研究は幼稚園児対象 の もの で ある た め 、保

育園児 に つ い て 回 答可能なよ う に表現 を修正 した 上

で 使用 して い る。3 歳児以上 の クラ ス を担当す る 保

育士が、個 々 の 子 どもに つ い て 回 答 した。因 子 分析

（主因子法、バ リマ ッ クス 回転） の 結果、固有値 1

以 上 の 3つ の 因子が 抽出され 、そ れ ぞれ子 どもの 「自

己抑制力」 「自己 主張力」 「他者支援力」と名 づ けた。

自己抑制力 に は 「ブ ラ ン コ やすべ り台などで 自分 の

順番 が 待 て る 」 な ど、自己 主 張力 に は 「友達 に い や

な こ とをされた ら、
「や め て 亅 などと言える」 など、

他者支援力には 「他人の こ とに気が つ き、面倒がみ

られ る 」 な どの項目が含 まれ て い る。

　子ど も の探索行動 ・言語 ・生活面 の 力 ：津守式 の

発達 指標 と KIDS を も と に、探索行動
・
言語 ・生 活

面 に 関す る 発達指標を作成した。

　そ の 他 ： 統制変数 と して、子 ども の 月 齢 と性 別、

き ょ うだい の 有無、延長保育利用ダ ミ
ー、私立保育

園ダ ミー、母 親 の 学歴 と職業 を使用 し た。
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3．結果　　　、
’
．．　 、』「

．
‘
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（1 ）保育士 の 日常的な保育姿勢

　保育姿勢 につ い て の 20 項 目の 回答結果 を 因子分

析 （主因子法、バ リマ ッ クス 回転）した。そ の 結果．

固有値 1
’
以上 で 意味的なま とまりの あ る因子 と して

3 つ が抽出された
’
e 因子負荷量 の 高 い方 か ら順 に、

「積極的な指導」 を行う姿勢、「ま とま り重視」 の姿

勢、「介入 的対応」 の 姿勢 と名 づ けた。

　 「積極的な指導 」 を行 う姿勢とは、子どもたちが

他の 子 ども と 同じ経験や遊びをした上で 自分 の長所

を きらに 伸ばした り、
』
互 い に仲良 く 助 け合 う 力を身

にっ けら流る よ う に、保育士 が積極的 に助けて い く

とい う姿勢で ある 。
．
具体的な項目と して は、

』
「す べ て

の 子 どもが 、他 の 子 とも と 同 じ経験や遊びをで きる

ようた指導す る」 な ど 5項目が あ げ られ る。

　 厂ま と ま り重視」の 姿勢と は、
’
集団生活をttう力

を身 につ け させ よ う とす る姿勢で ある。具 体的 に は、
’
「み んなで 進びやおけ い こ事をす る ときば 集団 で

の 活動 を守 らせ る 」 な ど 5項 目

’
があげられ る。

　 「
”

介入 的対 応 ∫ の姿勢 とは、保育士主導 で 子 ども

同士 の ト ラ ブル を解決 した り、遊びを決めて い く姿

勢で あ る。具体的にぽ：
’
［ケ ンカが起きた ときは、保

育士 が 直 ち に 入 っ て解決す る」 など 3 項目があげら

れ る。
．
　　　　　　

‘
　　

．’1

　これ ら 3 つ の 因子 に対応する 各質問たつ い て 「非

常にあて はま る亅 （5点）か ら
’
「全く あて は ま らな い」

（1点）まで の 5−i点 を 与えた 上 で 、因子 1−3 に該当

す る質問をそれ ぞれ 合計 した 尺度 を作成 した。

（2）保 脊士 の 保育姿勢 と子 ども の 発達 の 関係
「
　保育 士 の 保 育姿勢 と子 ども の 自己制御能力、探索

行動 ・言語 ・生活面 の 力 の 関係を分析した。
』
分析方

法 は 、子 ども の自母制御能力または探索行動 ・言語 ・

生 活面の 力を被説 明変数とし、担当グ ラ ス の 保育士

の 保育姿勢お よ び統制変数を説明変数とした重 回 帰

分析であ弼
　0・3歳児の 分析

幽’

　葆育士が 丁積極的な指導 ユ 的で あうほ．tど、探索行

動 ・．言語 ・生活面あ力 の 発達得点が高くな る。一方、

「まとまb重視 ∫である ほ ど、こ の 発 達得点 は 低 しS。

珍 入 鰯 応！
の 姿勢力1強嚇 ど・

’
，

発達得点 は低く
』
な るが、との 効果は 2・3

’
歳児にお い て 有意で あっ た。

．3塞星以；の 分析　　
tt

、　 ．

　 保育姿勢が 3 歳児以上 の 自己制御能力 （自己抑制

力、自己主張ガ、他者支援力） の発達に与え る効果

は 次の と お りで あ っ た。「積極的 な 指導 1 的で あ る ほ

ど、自己抑制力 と他者支援力は有意に高く なる。「ま

と ま り重視」 で あ る ほ ど ：
’
自已抑制力 ど自己圭張 力

は有意に高くな る。一
方、「介入的対応」 の姿勢が強

い ほど、全 て の 指標は有意 に低ぐなる。

　 また、保育姿勢が、4 歳以 上e1）探索行動 ・言語 ・

生活面 のカの 発達 に 与える効果 にっ い て み る と、

　「ま と ま り重視 」 で あ る と有意 に この 発達得点 が 高

くなり、「介入的対応」 が強 い と、この 得点は有意に

低 くなつて い た。

4
’
．考察 と結論

”

　保育士 の 日常的な保育姿勢は、
’
子 どもの こ れ らの

面の 力の 発達 に強 い 影響を与えで い る。保育姿勢が
　 　 　 　 　 　 　　 　　　　 　　　　 　　　　

　
　　　 　　　　 　 ’，　　 　　　　　 　　　　 　　　 1

「積極的な指導」 的で ある ほ ど、子 どもの 自己制御

能力および探索行動 ・言語 ・生活面の 力 を概ね伸長

させ る効果が み られ る 。一
方、「まとま り重視」あ保

育姿勢は、低年齢児 の うちの 探索行動 ・言語 ・生活

面の 力の 発達 に はマ イ ナ ス で あ る が、年齢が高 く な

る と、むしろ 発達得点 に はプ ラ ス の 効果が ある。低

年齢児 の う ち は集団 よ り・も 個人 対応、高年齢に な る

と集団的な対応が、子 ども の こ れ ら の 面 の 力の
’
伸長

に 寄与 し て い る こ とが推察され る。「介 入 的対応亅 の

姿勢 は、ごく低年齢児を除 い て 、こ れ ら の 力 の 伸長

にマ イナ ス の 影響を及ぼして い る こ とが示唆 された。
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